
ロータリー財団委員会



超我の奉仕 最も多く奉仕される者、最も多く報いられる。
ロータリーの使命：職業人と地域社会のネットワークを通
じて人々に奉仕し、高潔さを奨励し世界理解・親善・平和
を推進すること。

世界でよいことをしよう
ロータリー財団の使命：ロータリアンが健康状態を改善し
教育の支援を高め貧困を救済することを通じて世界理解・
親善・平和を達成できるようにすること。



奉仕プロジェクトを計画・立案

ロータリー財団の資金をつかって奉仕プロジェクトを実行



ロータリー財団
正式名称は「国際ロータリーのロータリー財団」
The Rotary Foundation of Rotary International
1917年国際大会でアーチ・C・クランフRI会⾧が「世界でよい

ことをしよう」と提案しロータリー基金として設立。初めての
寄付額が２６ドル５０セントである。
その後１９２７年正式にロータリー財団が発足する。
100年以上も前に創立されて以来、ロータリー財団は、教育の
支援や持続可能な成果を生み出すプロジェクトに総額40億ドル
以上の資金を提供してきました。







①ポリオプラス（ポリオの根絶）⇒最重点項目
②地区補助金によって地域社会の活性化、発展をサポート
③グローバル補助金によって海外における地域社会を活性化

発展をサポート
④ロータリー財団奨学生の輩出および学業・生活面での

サポート
⑤平和フェローシップ 世界平和に貢献する人材育成の

サポート
⑥VTT(職業訓練チーム）のサポート





ポリオ(急性灰白髄炎：きゅうせいかいはくずいえん)
非常に感染性の高い病気であり、特に感
染しやすいのは5歳未満の子どもです。
日本では一般に「小児まひ」と呼ばれる
こともあります。
ポリオウイルスは人から人へ感染
神経系を侵し身体のまひを引き起こす
可能性があります。
治療法はありませんが安全なワクチンで
予防が可能。ロータリーとそのパート
ナー団体はこれまで世界中25億人以上の
子どもにワクチンを投与する活動を行っ
てきました。



【野生株によるポリオ症例数】

日本では1960年に患者6,500例に達する大流行がありましたが、
その後の経口生ポリオワクチン接種により患者は激減し、1980
年を最後に発生していません。

世界では、1988年に約350,000例の報告がありましたが2022
年は数例の報告です。



ポリオ根絶宣言とは

3年間野生株でのポリオ発症０が証明される

WHOが根絶宣言

世界中のポリオ予防接種が終了

引き続き世界中で予防接種を継続





ロータリーとビル＆メリンダ・ゲイツ
財団は、ポリオ根絶に年間1億5000万
ドルを投入するための⾧期パートナー
シップを継続することを発表しました。
この提携の下、ロータリーは毎年
5000万ドルを拠出することを目標に
掲げ、ゲイツ財団がロータリーの拠出
金に対して2倍額を上乗せすることと
なります。

ロータリーとゲイツ財団のパートナーシップによりこれまで20億ドル以上
が生み出されたほか、1985年にポリオプラス・プログラムが開始されて以
来、ロータリアンはボランティアとしてポリオ根絶活動に無数の時間を捧
げてきました。





なぜ多額な資金が必要なのか？
常在国以外での予防接種が必要

予防接種員（ヘルスワーカー）の費用
ポリオワクチン製造費用
広報活動費用 研修費用
移動手段交通費用
予防接種をしていない子どもを探す費用 など

※毎年２．５億人～４億人に予防接種



私たちにできること・・・
ロータリークラブ・ロータリーファミリーの皆様

ご協力ありがとうございます。



護国神社イベント



小倉RC ミクニワールドスタジアム









PPS(ポリオプラスソサエティ）創設

ポリオ根絶まで
毎年 100ドル 寄付

地区の皆様の加入を
お願いします。

現在登録者１７１名



ロータリー財団寄付の種類

•年次基金
•恒久基金
•災害救援基金
•使途指定寄付 ポリオプラス など



①ポリオプラス（ポリオの根絶）⇒最重点項目
②地区補助金によって地域社会の活性化、発展をサポート
③グローバル補助金によって海外における地域社会を活性化

発展をサポート
④ロータリー財団奨学生の輩出および学業・生活面での

サポート
⑤平和フェローシップ 世界平和に貢献する人材育成の

サポート
⑥VTT(職業訓練チーム）のサポート



①ポリオプラス（ポリオの根絶）⇒最重点項目
②地区補助金によって地域社会の活性化、発展をサポート
③グローバル補助金によって海外における地域社会を活性化

発展をサポート
④ロータリー財団奨学生の輩出および学業・生活面での

サポート
⑤平和フェローシップ 世界平和に貢献する人材育成の

サポート
⑥VTT(職業訓練チーム）のサポート



ロータリー財団奨学生

海外の大学院進学希望者対象にグローバル補助金や地区補助
金による奨学金を提供。

グローバル補助金では
７つの重点分野の専門家を
育てることを目的としてい
ます。

奨学金は３万ドル以上



ロータリー財団奨学生

池ノ上克氏
2023～2024年度 第2730地区ガバナー



23-24年度 ロータリー財団奨学生 派遣報告

奥山晃大 九州大学大学院
工学府都市環境システム工学専攻

研究分野 土木工学（環境分野）
派遣先大学 米国 Princeton University
ロータリー財団７つの重点分野 ： 環境



23-24年度 ロータリー財団奨学生 派遣報告

名西悦郎 九州大学病院 小児科
小児感染症を専門

研究分野 小児感染症
派遣先大学

カナダ University of Toronto Graduate School
ロータリー財団７つの重点分野

疾病予防と治療 母子の健康



24-25年度 ロータリー財団奨学生 派遣予定

出石琴美 九州大学

研究分野 社会心理学、ジェンダー学
ジェンダー差別を研究

派遣先大学 オランダ ユトレヒト大学
ロータリー財団７つの重点分野

経済と地域社会の発展



ロータリー財団奨学生 選考・面接（11～12月）



①ポリオプラス（ポリオの根絶）⇒最重点項目
②地区補助金によって地域社会の活性化、発展をサポート
③グローバル補助金によって海外における地域社会を活性化

発展をサポート
④ロータリー財団奨学生の輩出および学業・生活面での

サポート
⑤平和フェローシップ 世界平和に貢献する人材育成の

サポート
⑥VTT(職業訓練チーム）のサポート



平和フェローシップ

世界平和実現を目指して毎年１３０名までを選出し
全世界７校に設置された
「ロータリー平和センター」
のいづれかで修士課程または
専門終了証プログラムに参加
する資金を援助するもの

日本では 国際基督教大学（ICU）



①ポリオプラス（ポリオの根絶）⇒最重点項目
②地区補助金によって地域社会の活性化、発展をサポート
③グローバル補助金によって海外における地域社会を活性化

発展をサポート
④ロータリー財団奨学生の輩出および学業・生活面での

サポート
⑤平和フェローシップ 世界平和に貢献する人材育成の

サポート
⑥VTT(職業訓練チーム）のサポート



VTT（Vocational Training Team）
職業訓練チーム
専門職業人のグループが海外に赴き
スキルや知識を学んだり現地の専門
職業人にスキルや知識を提供するも
のです。クラブや地区はこのVTTを
支援するために地区補助金または
グローバル補助金を使うことができます。
持続可能・測定可能な成果をもたら
す活動。
チームリーダーはロータリアンであること。



14年連続でロータリー財団
に最高の格付け評価

ロータリー財団は米国の慈善団体の格付けを行う独立機関である
チャリティ・ナビゲーターから14年連続で最高の四つ星評価を受
けました。財務的に効率の高い方法で使命を遂行し、健全な財務
および説明責任と透明性へのコミットメントを身をもって示して
いることが高評価につながっています。
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• 寄付の推進

目標 年次基金 150ドル/人 ポリオ 30ドル/人
合計180ドル/人

• PHS推進 会員数10％目標 ※現在2700地区 120名
• PPS推進 ※現在2700地区 171名

今年度地区目標 PHS15名増 PPS30名増

• 寄付ゼロクラブゼロ 推進

※財団プロジェクト・補助金の原資はすべて寄付金です！
奉仕プロジェクト推進 ⇔ 財団寄付



ロータリー財団寄付の種類

•年次基金
•恒久基金（冠名基金）
•災害救援基金
•使途指定寄付 ポリオプラス など



ロータリー財団 寄付認証の種類（個人）
ポール・ハリス・フェロー

年次基金、ポリオプラス等へ累計１，０００ドル以上寄付された方。
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

年次基金、ポリオプラス等へ累計２，０００ドル～寄付された方。
メジャードナー

寄付分類に関係なく寄付の累計が１０，０００ドルに達した個人または夫妻。
ポール・ハリス・ソサエティ(PHS)

年次基金、ポリオプラス等へ毎年１，０００ドル以上寄付された方。
ポリオプラス・ソサエティ(PPS)※

ポリオプラスへ毎年１００ドル以上寄付された方。（ポリオ根絶まで）
ベネフェクター

恒久基金に累計１，０００ドル以上寄付をされた方など。
アーチ・クランフ・ソサエティ

寄付分類に関係なく寄付の累計が２５０，０００ドルに達した個人または夫妻。
遺贈友の会

遺産計画で１０，０００ドル以上の寄付を誓約した個人または夫妻。



ポールハリスソサエティの集い（PHS）



ロータリー財団 寄付表彰（クラブ）
• 認証の種類



ロータリー財団寄付の集め方・アイディア
寄付袋
イベント開催
チャリティコンサート
スポーツイベント
例会行事 など



１００万ドルの食事 (Million Dollars Meal)
例会で粗食の日を定め、
それによって得られた節
約額を積立て、これを社
会奉仕、国際奉仕などの
資金に繰り入れるもので
ある。２ドル節約すると
当時（1961年）の５０万
人のロータリアン全部で
１００万ドルになるとい
う所からこの名称ができ
た。







寄付の意義 なぜ寄付をするのか



クラブロータリー財団委員⾧の役割
• 寄付の推進 ― 寄付の意義をクラブ会員に伝える、寄付目標をたてる

→財団月間、イベントを利用すると寄付が得られやすい。
• PPS、PHS登録者の推進
• 世界ポリオデー（10/24）クラブでポリオ啓発活動を推進する

→Japan Rotaryポリオポータルサイトに計画入力
→フォトコンテストに応募

https://www.endpoliorotary.club/
• ロータリー財団補助金を使う場合のサポート

奉仕のアイデア、支援ニーズの調査
• その他ロータリー財団活動の窓口







JAPAN ROTARY Portal Site のご案内
（ジャパンロータリーポータルサイト）

https://www.japanrotary.club/
地区やクラブへのスムーズな情報提供・共有をできるように作成されたJAPAN ROTARY （RI  ZONE 1a , 2 , 3）のポータルサイトです。

重要事項をわかりやすく掲載してあります。

トップページ





• 項目によっては記入
の注釈があります



より大きなインパクトをもたらす

計画リーダー役職・氏名：

年次基金への寄付合計額（ドル）

年次基金への寄付者の合計数

恒久基金への寄付合計額（ドル）

ポール・ハリスソサエティ会員の数

ポリオプラスへの寄付合計額（ドル）

ポリオプラスへの寄付者の合計数

ポリオソサエティ会員の数

世界ポリオデーの活動(回数)

グローバル補助金事業の実施(回数)

2023-242022-232021-22 2024-25 2025-26 2026-27

事務局入力欄 会長／計画のリーダー入力欄


